
　　　　

令和７ 年 1 月 31 日

12 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節の行事
・近隣の施設や公園への外出
・一日活動の実施

家族支援

・日常生活での困りごとや発達、特性に関することなど、送迎や電話、面談を通して情
報の共有を図り、必要時は助言を行います。
・年に１回、保護者会（活動報告、懇談会）を行い、交流の場を提供します。 移行支援

・小学校から中学校、中学校から高校など、利用児のライフステージを見据え、
次のステージと情報共有の場を設定します。

地域支援・地域連携
・他事業所や学校と情報の共有や連携、必要時はケース会議を開催します。
・地域の連絡協議会に参加します。
・他事業所と合同で活動を行ったり、就労支援施設と連携を図ったりします。

職員の質の向上
・月に１回、職員の研修の機会を作り、職員の専門的な知識や必要なスキル、支
援の質の向上を図ります。
・職員の外部研修への参加を奨励します。

支　援　内　容

・健康状態を把握し、必要な対応を行います。
・集団でのおやつの時間を通して食べることの楽しさを感じ、みんなと一緒に食べることで挑戦する力などを育みます。
・身支度や持ち物の管理など、自分でできることが増えていくように支援します。
・必要に合わせて排泄のトレーニングを行い、自立を促します。
・生活活動において、将来を見据えて日常生活に役立つ活動を取り入れ、経験を増やせるよう支援します。

・粗大運動：運動や協調運動のために腕や足、体を大きく使う活動を取り入れます。
・微細運動：物を操作するために手と指を使えるような活動を行います（製作など）。
・感覚や認知の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行います。
・保有する視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう、遊び等を通して支援します。

本
人
支
援

・視覚、聴覚、触覚などの本人の得意な情報を用いたり、認知の発達と行動の習得を目指します。
・自分の得意なことや苦手なことを知り、自己理解をしていくことを促します。
・自分の気持ちや行動に気付いて調整しようとする等、適切な行動への対応を支援します。
・利用児の特性を活かして空間・時間、数等の概念形成の習得を支援します。

・自分の思いや要望を、場面や相手に合わせて適切に表現し、伝えられるようやり取りを通して促していきます。
・利用児に合わせて指差しや身振り、サイン等を用いて、環境の理解と意思の伝達ができるよう支援します。
・相手の話を聞いたり意図を理解したりする力を育めるよう支援します。

・職員や他児との関わりを通して人間関係や信頼関係を構築します。　また、人との距離感を学ぶ機会を設けます。
・異年齢集団の中での関わりを通し、他者の存在を知る機会を提供します。
・集団活動を通して協力して一つのことを成し遂げる感覚を得たり、他者と同じ体験を共有して一体感を得たりできるよう支援します。
・活動や遊びを通して、ルールを守る、友だちと協力する、失敗や負けを受け入れるといった、他者と一緒に生活していくために必要なスキルを身につける機会を作ります。

支援方針

・個々の子どもの姿を受け止め、個別支援計画に沿った支援の提供を行う。
・将来の自立や地域生活を据え、積極的に地域との交流を図る。
・保護者支援も大切に考え、状況に応じた適切な支援の提供を行う。
・各種研修に参加し、支援の質の向上を目指す。
・定期的にミーティングを開催し、情報共有、ケース検討などを行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 「あらゆる個性が花ひらく社会をつくる。　そのための架け橋となる」

事業所名 たまみずき川越 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）


